 書式第１２号（法第２８条関係）

	令和三年度　　事　業　計　画
　　令和三年4月1日から令和四年3月31日まで

 

	
	特定非営利活動法人 Chance For All
	

	 １　事業計画
足立区梅島、西新井、千住大橋、綾瀬（二箇所）、六町、関原、墨田区曳舟、押上にて学童保育施設を運営。
足立区関原にて、こどもたちが自由に出入りできるフリースペースを兼ねた駄菓子屋を運営。

 ２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	学童保育事業
	足立区、墨田区にて民間学童保育を運営
	放課後及び小学生の長期休み期間
	足立区
墨田区の各施設


	24名
	こども330名
その保護者
	142,000
	

	
	駄菓子屋事業
	足立区にて駄菓子屋兼居場所を運営
	毎日
	足立区関原
	1名
	こども1万5千名（一日50人✕300日）
	5,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	 （２）その他の事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


●学童保育事業
前年度より30名ほど増加。上級生が増えるため収益への大きな影響はなし。2022年度、3校舎開校に向けた準備を行う。また、4年生以上を「アドバンス」として、より自由な生活をできるようにしていく。
●ボランティア増員
こどもたちが自分自身で活動を選択できるように、また多様な大人と交流できるようにボランティアを増員する。2021年度は50名の採用を目標とする。
●学童―学校コーディネーター
教員経験者に現場に入ってもらったり、学校への挨拶や連携が必要な場面で職員に同行してもらったりすることで、学校と学童の連携を強化する。
●しゃかチャレ事業
前年度は持ち出しで行ったが、企業の協賛をつけることで収益化する。

●駄菓子屋事業
学生ボランティアを中心としてこどもたちが登録無しで通える地域の居場所づくりを行う。
【中長期】
●保育園事業への進出
既存園の買収か新規開設により、保育園を運営する。社会福祉法人の設立も視野に入れる
●全国表彰の開催
放課後児童支援員など普段なかなか陽が当たらない場所で働く教育関係者を表彰するイベントを行う
